
統計学 入門
実務向けの検定

杉原データサイエンス事務所 セミナー



このセミナーの目的

•「違いはあるのか？ないのか？」
を検証する方法のひとつを学びます。
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理論や数式の説明はありません。
使い方を学びます

統計学では、「検定」と呼ばれる分野です。
このセミナーで学ぶのは、「母平均の差の検定」です



検定のロードマップ

•実務向けの検定を、順番に学びます
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レベル１

差の大きさを

確認
（因果効果を確認）

レベル２

グラフを確認 レベル３

P値を確認 レベル４

効果量を確認 レベル５

データの背景

を確認



レベル１

•この説明の問題点は、どこでしょう？
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対策前の平均値は724万円、
対策後の平均値は727万円でした。
よって、対策には効果があります！



レベル１

•差の大きさの意味を考察します。
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対策前の平均値は724万円、
対策後の平均値は727万円でした。
よって、対策には効果があります！

予想では、
100万円くらい差が
出るはずでは？

これくらいの差は、
いつも起きているのでは？

これくらいの差は、
対策とは無関係なのでは？



レベル１のまとめ

•検定では、差の大きさの意味を考察します。
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対策前の平均値は724万円、
対策後の平均値は727万円でした。
よって、対策には効果があります！

因果推論の分野では、差の大きさを、「因果効果」と呼びます。



レベル２

•この説明の問題点は、どこでしょう？
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対策前の平均値は70点、
対策後の平均値は80点でした。
よって、対策には効果があります！

70点が80点になるのなら、
けっこう大きな差です。

レベル１で学んだ問題はなさそうです。



レベル２

•データをグラフで見ます
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対策後は、対策前の
ばらつきの中に入っ
ていて、
違いがなさそうです

対策前の平均値は70点、
対策後の平均値は80点でした。
よって、対策には効果があります！



レベル２

•データをグラフで見ます
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対策後の方が、
全体的に高いです
対策には効果があ
るようです

対策前の平均値は70点、
対策後の平均値は80点でした。
よって、対策には効果があります！



対策前の平均値は70点、
対策後の平均値は80点でした。
よって、対策には効果があります！

レベル２のまとめ

•検定では、グラフを使って、
データの様子を確認します。
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レベル３ P値
• P値を使って、グラフの様子を数字で表現します

• P値が0.05以下なら、「差がある」と言える可能性があります
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P値=0.026P値=0.443
0.05以下



対策前の平均値は70点、
対策後の平均値は80点でした。
よって、対策には効果があります！

レベル３のまとめ

•検定では、P値を使って、グ
ラフの様子を数字で示します。
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レベル４ 効果量
•効果量を使って、グラフの様子を数字で表現します

• 平均値の差の検定で使う効果量は、「コーエンのd」です。

• コーエンのdが1.0以上なら、「差がある」と言える可能性があります
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コーエンのd =0.51
1以上

コーエンのd =1.72



対策前の平均値は70点、
対策後の平均値は80点でした。
よって、対策には効果があります！

レベル４のまとめ

•検定では、効果量を使って、
グラフの様子を数字で示しま
す。
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レベル５

•データの背景を確認します
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データは５個ずつだが、
他にはないのか？

対策の前後で、
対策以外に違い
はないか？

５個のデータは、
条件が同じか？

対策をやめたら、
元に戻るのか？

元に戻らないのなら、
その理由は？

５個のデータは、
同じ人なのか？

季節など、対策以外の条
件が変わっても、似た結
果になるのか？

確認が不可能なものもあり
ますが、できるだけ確認し
ておきます



対策前の平均値は70点、
対策後の平均値は80点でした。
よって、対策には効果があります！

レベル５のまとめ

•検定では、データの背景を確
認します。

•確認したくても、できないこ
ともあります。
それは、リスクになります。
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検定のまとめ

•レベル１から５までを進めて、総合的に判断します
•  ひとつだけで判断するのは危険です
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P
総合的な判断なので、
P値が0.05以上や、効果量が1.0以下だとしても、「差がある」と判断して進めることもできます。

とはいえ、P値が0.05以下や、効果量が1.0以上だと、リスクが小さいです。

判断！

レベル１

差の大きさを

確認
（因果効果を確認）

レベル２

グラフを確認 レベル３

P値を確認 レベル４

効果量を確認 レベル５

データの背景

を確認



レベル１

差の大きさを

確認
（因果効果を確認）

レベル２

グラフを確認 レベル３

P値を確認 レベル４

効果量を確認 レベル５

データの背景

を確認

検定のロードマップの補足

•統計学の解説書では、P値だけのこともありますが、
検定を実務でする時は、レベル１から５の全部が大事です
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統計学の解説
書では、ここ
だけのことも
ある

最近の解説書
で紹介され始
めた

統計学で言及
されるのは稀

統計学ではな
く、データ分
析で語られる
話題

統計学では出
て来ないが、
実務では重要



参考文献のご紹介

•当セミナーは、平均値の差を調べる検定
を説明しています。

•様々な検定について、
因果効果、
グラフ、
P値、
効果量
の４つを紹介しているのは、
今のところ、この本だけです
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EXCELによる検定

•この資料のグラフは、EXCELで作っています。

• P値は、T.TEST関数で計算できます。
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R-QCA1による検定

•グラフ、P値、
効果量が出力
されます。
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効果量（コーエンのd）

P値

グラフ（ヒストグラム）
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